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概要 
帝京大学情報電子工学科では，汎用的能力ルーブリックとチェックリストを開発し，LMS と連携

した LTI ツールのルーブリック自己評価システムによる評価活動を行っている． ルーブリック自己

評価システムは，他の実践でも活用を進めており，現在，奈良県看護協会の協力を得て県内現役の看

護師を対象とした災害看護研修への導入に向けた検証を行っている．研修は，災害時に看護師に求め

られる「災害看護コンピテンシー」に基づいて，それらの修得に結びつくよう教材および学習活動が

設計されている．本報告では，コンピテンシーを評価の観点としてルーブリック自己評価システムに

実装するためのデータモデルを検討し，災害看護研修でのコンピテンシー自己評価の活用と期待する

効果について述べる． 
 

1 はじめに 

帝京大学情報電子工学科では，汎用的能力ルー

ブリックとチェックリストを開発し，評価の取り

組みを進めてきた[1]．汎用的能力ルーブリックを
使った評価については，Excel を使った実践から，
LMSと連携した LTIツールの汎用的能力評価シス
テムによる実践に移行している[2]．このシステム
では，汎用的能力に限らずルーブリックであれば

システムにて自己評価が可能であることから，現

在はルーブリック自己評価システムと呼称を改め，

プログラミングルーブリックによる自己評価にも

活用している[3]．ルーブリック自己評価システム
は，他の実践でも活用を進めており，現在，奈良県

看護協会の協力を得て県内現役の看護師を対象と

した災害看護研修への導入に向けた検証を行って

いる．研修は，災害時に看護師に求められる「災害

看護コンピテンシー」に基づいて，それらの修得

に結びつくよう教材および学習活動が設計されて

いる．本報告では，コンピテンシーを評価の観点

としてルーブリック自己評価システムに実装する

ためのデータモデルを検討し，災害看護研修での

コンピテンシー自己評価の活用と期待する効果に

ついて述べる． 

2 コンピテンシーの構造と評価指標とし
てのデータモデル 

まず，評価の観点について，災害看護コンピテ

ンシーは， International Board of Standards for 
Training, Performance and Instruction (ibstpi®)の教育
専門職やオンライン学習者のコンピテンシー標準

を参考に領域(Domain)，コンピテンシー，行動記述
(Performance Statement)の 3層構造で表現されてお
り，災害現場における看護師の仕事は，3領域，合
計 9つのコンピテンシー，それを支える合計 63の
行動記述で構成されている[4]．一方，ルーブリッ
ク自己評価システムは，ルーブリック個々の評価

の観点にチェックリストが紐付いた構造をしてお

り，紐付いたそれぞれのチェックリストは，大項

目でチェックリストを分類した形で格納している．



つまり，災害看護コンピテンシーおよび ibstpi®の
コンピテンシー標準の 3 層構造は，ルーブリック
自己評価システムの評価の観点と同じ構造である

ことが分かる(表 1)． 
次に自己評価にあたって評価の観点を評価する

ための尺度を考える．ルーブリックは，評価の観

点だけでなく，どの程度達成できたかを表す評価

の尺度も備えており，二次元のマトリクス構造で

表される．チェックリストについてもチェックあ

り・なし，あるいは複数段階の尺度があると解釈

でき，同じくマトリクス構造で表すことができる．

ルーブリック自己評価システムでは，評価の観点

とともに評価の尺度も格納している．よって，コ

ンピテンシーを実装するためには，それを評価す

るための尺度も必要である．今回，災害看護研修

の担当者らと尺度を検討し，看護研修でよく用い

られる「できない」「助言や支援を得ればできる」

「自立してできる」「他者へ指導ができる」の 4段
階評価を採用し，システムに実装した． 

表 1 各評価基準の構造 

汎用的能力 
ルーブリック 

災害看護 
コンピテンシー 

ibstpi® 
コンピテンシー 
標準 

ルーブリック 領域 領域 
チェックリスト

大項目 
コンピテンシー コンピテンシー 

チェックリスト 行動記述 行動記述 

3 災害看護研修への導入 

前年度までは対面研修にて 2 日間で実施されて
いた災害看護研修だが，今年度は知識に関する内

容を e ラーニングで，また対面研修を 1 日で実施
する予定となっており，研修の開始を現在控えて

いるところである．ルーブリック自己評価システ

ムによる災害看護コンピテンシーの評価活動は，e
ラーニングと対面研修に導入を予定している．コ

ンピテンシーの利用法では，ibstpi®のフェローで
ある鈴木（2017）は，オンライン学習者コンピテン
シーの利用法について「学習者自身の活用」「学習

支援者による活用」「教育提供組織による活用」と

いう 3 者の立場でまとめており，そこから期待さ
れる効果とともに述べている[5][6]．これを災害看
護コンピテンシーの利用法として援用しつつ，ル

ーブリック自己評価システムを使って災害看護研

修に導入することを考えている． 
なお，ルーブリック自己評価システムの使用感

については，すでに汎用的能力評価システムのア

ンケート結果から手軽に自己評価できるという評

価を学生から得られていたが，今回の研修コンテ

ンツの専門家レビューを実施した際にも「使いや

すかった」との評価を得ることができた． 

4 おわりに 

コンピテンシーの構造と評価指標としてのデー

タモデルの検討を行った結果，コンピテンシーに

評価の尺度を追加することで，これまで開発を続

けてきたルーブリック自己評価システムをコンピ

テンシーに応用することが可能であった．奈良県

看護協会の協力もあり，災害看護研修に実際に導

入し，受講者，研修講師，奈良県看護協会のそれぞ

れの立場からどのように支援することができるの

か，今年度の e ラーニングおよび対面での研修を
通じて検証を行う予定である． 
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